


 
Epc = EPG ― EPS ― EPA 
EMP=（EPS＋EPC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EPS 太陽光発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EPC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EPG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 
EPA 太陽光発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2024 年 7 月 16 日 
終了日  2024 年 8 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 











 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025 年 5 月 16 日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR 神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：卒 FIT 太陽光（系統売電分）を利用した発電による CO2 

排出削減、日付 2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025

年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」

のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 










